
千里ニュータウンまちびらき 50年事業実行委員会 

第 14回連絡会議 議事録 

 

日 時：平成 24年 8月 11日（土） 

場 所：50年事業事務所 

参加者：内田、大津、片岡、来住、高向、谷川、藤本、山本 

【千里ニュータウン再生連絡協議会】大原、奥山、西本、早川、有井 

 

１．市報 10月号について 

・吹田市・豊中市の市報 10月号で、千里ニュータウンフェスティバルの紹介、千里一周ウォーキ 

ングの参加者募集、千里キャンドルロードの出展者募集の記事を掲載する予定であり、その他 

に掲載してほしい記事がある場合は、9月頭までに提出してほしいという説明が吹田市からあっ 

た。 

 

２．事業費について 

・第 6回実行委員会で事業費を確定するため、各部会で事業費を精査し、8月 19日までに報告し 

てほしいという説明が吹田市からあった。 

 

３．広報について 

（報告） 

・第 3弾のチラシが完成し、吹田市の夏祭りで配布した他、両市の自治会に回覧を依頼している。 

・50年事業のパンフレットについて、8月末完成をめざして作成しており、内容について各部会 

で確認し、原稿の修正や掲載希望の写真について 8月 17日まで連絡してほしい。 

・デザイナーの藤脇慎吾さん、書家の藤本智奈美さんにパンフレット及び阪急バスに掲示するポ 

スター作成への協力をお願いし、了解いただいている。 

（意見） 

・自治会にパンフレットの各戸配布をお願いするのは難しいと思う。 

・パンフレットを配布する地域が全市域ではないため、市報と合わせて各戸配布することは難し 

い。 

・千里ニュータウン以外の地域への配布については、どの地域を含めるか線引きが難しいため、 

各戸配布は千里ニュータウンのみとした方がよいと思う。 

・パンフレットを駅に設置したい。 

・新聞の折り込みは、パンフレットよりもチラシの方が適していると思う。 

・協賛企業については社名のみの掲載を基本とするが、大口協賛の企業については、広告掲載の 

意向等を確認する必要がある。 

（まとめ） 

・パンフレットは A4サイズ、8Pで 6万部作成し、千里ニュータウン内で各戸配布するほか、全市 

域の自治会長宛てに送付し回覧を依頼する。 

・ポスティング業者に委託するかを検討するため、見積もりを依頼する。 



４．保険について 

（報告） 

・実行委員、部会員、出演者、主催者側ボランティアスタッフについては傷害保険、事前に名前 

が把握できない参加者等については賠償保険への加入を予定している。 

・傷害保険の適応には名簿が必要となるため、会議やイベントを行う際には参加者の把握をお願 

 いしたい。 

・傷害保険については、会議以外の事前の作業、前日準備が対象外となる。 

（意見） 

・事前の作業、前日準備が対象となる保険があれば加入した方がよい。 

 

５．グッズについて 

（意見） 

・イベント当日、スタッフと参加者の区別がつくように、ジャンバー等を作ってはどうか。 

・出演いただいた方に渡すことができる記念品があればよいと思う。 

・ボランティアスタッフや参加者にもグッズを渡せるとよいと思う。 

・イベントの実施時期が異なるため、統一のグッズを作ることは難しいのではないか。 

・共通で使うことができるグッズは、集約して作った方がよいのではないか。 

（まとめ） 

・各部会で必要なグッズについて検討し、集約が可能な場合は集約する。 

・出演者や来場者に渡すグッズとして、缶バッチを作成する。個数については次回の連絡会議で 

決定する。 

 

６．報告書について 

  報告書について映像と冊子の案が出ているため、どちらにするか検討を行った。 

（意見） 

・映像はイベント当日の様子を記録するもので、冊子は企画から準備までの経過を記録するもの 

であり、別物と考えた方がよいと思う。 

・可能であれば、映像と冊子を両方作成すればよいのではないか。 

（まとめ） 

・会議で出た意見をふまえ、行政で調整し決定することになった。 

 

その他 

（報告） 

・立替払いをしている部会は、出金依頼票に領収書またはレシートを添付し、事務局まで提出し

てほしい。 

・次回の連絡会議は 8月 25日 13時から千里図書館集会室で行う。 


